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手術を受けたきっかけは何ですか？
小林さん：5年ほど前から股関節の調子が悪くなり、
階段の上り下りもつらく、爪も切れないほどでした。
整形外科で湿布や痛み止めを処方してもらい、なんと
か過ごしていましたが、症状は徐々に悪化していきま
した。ストレッチや運動など、自分でできることを試
しましたが効果は限定的で、日常生活が大変でした。
そんな中YouTubeを見ていたら、「股関節の手術を受け
る人は全体の2～3割」と話している先生がいて、「自分
はそこに当てはまらないかも」と期待しつつ、東京の
病院を受診したところ、結果は“変形性股関節症の末期”
という診断。やはり手術しかないと覚悟を決めました。
大渕さん：私は兄ほど症状がなかったのですが、約10
年前から、痛みやしびれ、立ち仕事中の足の冷えが気に
掛かっており、車に乗るときには脚を手で持ち上げた
り、自宅の階段を手の力で上っていました。病院では
「それほど進行していない」と言われましたが、兄か
ら「自分は末期だった」と聞き不安になり、兄がスマート
クリニックに行くというので、私も同行しました。
 

スマートクリニックを選んだ決め手は？
小林さん：手術をしないといけないという状況の中、
インターネットで情報を調べました。短期入院で済む
こと、身体への負担が少ない術式があることを知り、
色々調べているうちに、小林先生のホームページにた
どり着きました。
実は小林先生が、以前私の地元、飯田市の病院にいらっ
しゃったと知り、急に距離が縮まったような感覚にな
りました。説明もとても分かりやすく、術後 1週間で
退院できることや、半身麻酔で手術が可能なこと、

そして完全個室という環境が決め手になり、「この先生
にお願いしよう」と思いました。
大渕さん：私は初診の時、院長の福田先生が担当だっ
たのですが、今まで通っていた病院の先生とは違って、
すごく丁寧に話を聞いてくださって、気持ちに寄り
添ってくれました。「あ、この病院、なんか良いな」って、
直感的に思いました。
 

手術の際に不安はありましたか？
小林さん：全身麻酔だと怖いな、と思っていたので、
半身麻酔でできると聞いて安心しました。入院する不
安よりも、妹と一緒に入院するので、持って行くお菓
子や飲み物の相談をしたりして、ちょっと楽しみでも
ありました。
大渕さん： 両方の股関節を一度に手術すると、どのよ
うに回復するのかが不安で、ネットやYouTubeでかな
り調べました。意外と情報が少なかったので、自分が
手術するならその様子を動画で残し、同じように悩ん
でいる方の参考になればいいなと思いました。
入院中は理学療法士の先生にお願いして、術後の経過
やリハビリの様子を動画で記録していただきました。
 

今回は、長野県在住の小林一男さん(兄 )と大渕恭子さん(妹 )ご兄妹にお話を
伺いました。お二人は同時期に多治見スマートクリニックで人工股関節置換術
を受け、しかも妹の大渕さんは当院で初めての「両側同時手術」でした。
そんなお二人に手術までの経緯や想い、退院されてからの生活について伺いま
した。

兄妹で迎えた人工股関節手術
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編集後記
お二人の笑顔からは、手術を経て取り戻した「当たり前
の日常」と、そこにあるささやかな幸せがにじみ出てい
ました。ご兄妹で支え合いながら選んだ手術という選択
が、これからの人生をより自由に、豊かにしていくことを
願っています。

私自身、そういう情報が一番欲しかったので、少しで
も役に立てたらと思っています。
とは言え、「兄が決めた病院なら大丈夫」という安心
感がありましたし、「一度で両方の手術が済むなら、
ちょっと得かも」なんて前向きに捉えていました。

入院生活はいかがでしたか？
大渕さん：兄と病室もお隣同士にしてもらえ、毎日ラ
ウンジで一緒に食事したり、お茶を飲んだりしました。
兄妹でこんなにゆっくり過ごせることはあまりないの
で、とても新鮮で楽しかったです。
小林さん：妹が先に入院していたので、“先輩” として
色々と教えてもらいました（笑）。手術当日は痛くて
眠れなかったし、術後2～3日は痛みやむくみがありま
したが、リハビリをすると楽になりました。リハビリ
はすごいなって思いました。
 
術後の経過と生活の変化について教えてください

小林さん：退院後数日は家の中でも杖を使っていまし
たが、かえって歩きづらく外出時だけ使っていました。
痛み止めは1ヶ月半ほど飲みましたが、2ヶ月もすれば
痛みも違和感もなくなりました。今ではダッシュもで
きるし、自分で足の爪も切れるようになり、とても嬉し
いです。
大渕さん：私は術後1週間くらい痛みがあり、痛み止
めは 2ヶ月飲んでいました。痛くなる前に薬を飲んで
いたので、生活はそれほどつらくなかったです。今は
両脚とも動かせるし、10年ぶりに脚を組めるようになっ
た時は感動でした！手術前はゴミ出しやちょっとした
坂道もつらかったのですが、今はゴミ出しすら楽しい
です。

術後にやってみたかったことは叶いましたか？
小林さん：以前は、週に3回はウォーキングしていま
した。術後 2 か月経った頃には、1日に1万5000 歩、
違和感なく歩けるようになり「よし、戻ったな」と思
いました。
大渕さん：何か目標があったわけではありませんが、
普通の生活が普通にできることの喜びが大きいです。
今まで当たり前のことができていなかったので、冷蔵
庫の下の物を取るとか、どんな動作も楽にできるので、
生活が楽しくなりました。
手術の 2か月後には、兄と私と主人の 3人で仙台へ旅
行に行きました。空港から遠い駐車場だったのですが、
痛みなく普通に歩けました。以前では考えられなかっ
たことです。
 

これから手術を考えている方へ一言お願いします
小林さん：今、悩んでいらっしゃる方には、まず一度
受診してみることをお勧めします。もし納得できなけ
れば、セカンドオピニオンとして別の医師の診察を受
けるのも大切だと思います。その中で、自分が納得で
きる治療や手術を選んでいくのが良いのではないで
しょうか。
僕はあと20年くらいは楽しく旅行も行きたいし、歩き
たいという思いがあり手術を選択しました。
これからの人生を楽しく過ごすために、今どんな治療
が最善かを考え、選択することが大切だと思いますし、
もし手術をするなら、スマートクリニックをお勧めし
たいです。
大渕さん：手術の方法は医師によって違うと思います
が、私は兄が探してくれたスマートクリニックで手術
を受けられて、本当にラッキーだったと思います。
やっぱり、楽しく明るく、自分のやりたいことをこれ
からも続けていきたいので、手術に迷っている方は、
一日でも早く受けることをお勧めします。スマートク
リニックは私も大好きな病院です！
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